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UF1.5(1210)K10Ｎ1.5TAB

計量の仕方

①    キーを押して指示計を表示させます。
②下記の作業順序に注意してください

③「計量開始」ボタンを押すと
 シャッターが開き計量が開始します
＊計量を一時停止する場合は
 「計量停止」ボタンを押してください
④定量前になると小投入になります
⑤定量になると自動でシャッターが
 閉じ計量が完了します
⑥フレコンホルダーから吊り下げ金具を
 全て外してください
⑦パレットごとフレコンバッグを
 取り出してください

ブザー音量変更方法

①指示計表示がＯＦＦの状態で

②    キーを長押し→    と表示される

③    キーを押して設定値→０→１→２→３→を変更

④設定終了後    キーを長押し→電源がＯＦＦになり設定完了

自動計量秤取扱方法

①指示計表示を
ON/OFFします

（OFFにする場合は
長押し）

②プリンタ接続時
印字します

袋数を０にします
（長押し）

設定重量を変更します
（押すごとに各位が上昇します）

風袋引きします
（重量を０にします）

正量 ピッピッピッ（断続音）
過量、不足 ピーーーーー（連続音）

ブザー音
０：なし
１：小
２：中
３：大

ブザー
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自動サンプラー機能を使用する場合 UF1.5(1210)K10Ｎ1.5TAB
＊最初に必ず設定値の変更を行ってください
 （工場出荷時は「０」に設定されています）

①指示計表示がＯＦＦの状態で

②      キーを長押し

③        キーを押し設定値を「０」→「１」に変更

④    キーを長押し→電源がＯＦＦになり設定完了

サンプル基本設定

０：自動サンプルなし
１：自動サンプルあり

長押しで自動サンプルの
「有効」「無効」を切り替えます

有効 無効

押してる間、サンプルシャッターが
開きサンプル米が抽出されます

キーを押すとサンプル量を設定します 設定範囲：０秒〜１０秒

キーを押すとサンプル回数を設定します 設定範囲：０回〜１０回

・
サンプル量が増加します

サンプル量が減少します

サンプル回数が増加します

サンプル回数が減少します

設定後数秒放置すると
入力値が確定します

設定後数秒放置すると
入力値が確定します

初期値 ：５.０秒

初期値 ：５回
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自動サンプラー機能を使用する場合 UF1.5(1210)K10Ｎ1.5TAB
サンプルパラメーター設定

①指示計表示がＯＦＦの状態で

②      キーを長押し

③    キーを長押し→電源がＯＦＦになり設定完了

パラメーター内容
２３２：サンプル開始重量 初期値：１０％
２３３：サンプル終了重量 初期値：９０％
２３５：サンプル取り出し口まで米を貯める時間 初期値：１０秒
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UF1.5(1210)K10Ｎ1.5TAB
＊日付、時刻の設定はプリンタ機能を使用するときに必要です

例：２０２３年１１月２９日 １１：３０の場合

①指示計表示がＯＦＦの状態で

②   キーを長押し

③年の設定をします

  キーを押す

→    キーを押す

④月日の設定をします

 キーを押す

→    キーを押す

⑤時刻の設定をします

 キーを押す

→    キーを押す

⑥    キーを長押し→電源がＯＦＦになり設定完了

＊     エラーが出たら指示計内部のボタン電池の交換が必要です
 ボタン電池交換後、日時設定を行い再起動してください

使用ボタン電池(ＣＲ２０３２)

日付・時刻の設定
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UF1.5(1210)K10Ｎ1.5TAB
＊最初に必ず設定値の変更を行ってください
 （工場出荷時は「０」に設定されています）

①指示計表示がＯＦＦの状態で

②      キーを長押し

③        キーを押し設定値を「０」→「１」に変更

④    キーを長押し→電源がＯＦＦになり設定完了

使用方法

   キーを押すとプリンタが作動しその時の重量値を印字します

定量になって計量が完了したら    キーを押して印字してください

プリンタ機能を使用する場合

０：プリンタ機能なし
１：手動印字

123

124

125

袋数が印字されます

キーを長押しすると
「０」になります

G：総量
N：正味量
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